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2017 年度 専任研究員・リサーチアシスタント個人業績／活動報告
専任研究員 ハサン・イードゥル（HASAN, Eid-Ul）
本年度は、先端社会研究所の国際交流事業を担当し、オーストラリアのメルボルン大学アジ
アインスティテュートとの学術交流協定の締結（立案・交渉・実施）および同インスティテ
ュートとの共同開催による「Postgraduate Conference in Japanese Studies」（8月 29日～31日）
に携わった。一方、先端社会研究所の共同研究プロジェクトでは、「文化表象班」と「食研究
班」のコーディネート業務を担当し、研究会やシンポジウムの運営と「先端社会研究所紀要」
の編集作業（主に英語の添削）に従事した。また、「大学院教育支援事業」として勉強会
「Luncheon Meeting in English－英語で社会学－」と社会学研究科の科目「先端社会講義／研
究」を英語で担当し、「Postgraduate Conference in Japanese Studies」に 5名の大学院生を引率し
た。自身の研究活動としては、日本の新観光戦略における農村ツーリズムをテーマに、学会に
おける発表を通じて成果の公表を行った。期間中の研究成果は以下のとおりである。
◆学会発表（招待）
「Towards a“Tourism Nation”：Challenges and Potential of Rural Tourism in Japan’s New Tourism
Strategy」、『10th Tourism Policy Informix』（2018年 1月 20日、於：山口大学）
専任研究員 福内 千絵
今年度は主にデータアーカイブ部門の担当として、調査データの保存・整理業務に携わると
ともに、国文学研究資料館主催の「アーカイブズ・カレッジ（史料管理学研修会）」に参加し、
社会学分野のデータアーカイブ化に関する研究を進めた。本カレッジ修了論文をもとに作成し
た研究ノート「社会調査データのアーカイブ化をめぐる現状と課題について」を『先端社会研
究所紀要』第 15号に寄稿した。自身の研究活動としては、近代における宗教イメージの生成
と受容をテーマに、調査活動や研究会における報告をおこなった。期間中の成果は以下のとお
りである。
◆論文
「コロニアル・インドにおける「美術」の変容－神の表象をめぐる「周辺」からの抵抗」、関根
康正・鈴木晋介共編、『南アジア系社会の周辺化された人々－下からの創発的生活実践（関西
学院大学先端社会研究所叢書『排除と包摂を超えて』第三巻）』、明石書店：85-106、2017年 4
月。
◆研究発表
「20世紀前半インドにおける ‘Dressed Prints’ の制作・受容背景について」、2017年度 MINDAS
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（南アジア地域研究 国立民族学博物館拠点）「布班」第 1回研究会（於・国立民族学博物館）、
2017年 10月。
◆研究ノート
Indian Images in Japanese Trademarks, Material Religion, 13 : 4, pp.544-546.
DOI : 10.1080/17432200.2017.1377446
「社会調査データのアーカイブ化をめぐる現状と課題について」、『関西学院大学先端社会研究
所紀要』第 15号：107-112、2018年 3月。
◆事典項目
「近代絵画の系譜」、インド文化事典編集委員会編、『インド文化事典』、丸善出版：159-160、
2018年 1月。
専任研究員 村島 健司
研究所内では社会連携事業を担当し、主に『先端社会研究所紀要』の編集作業に従事した。
また先端社会研究所共同研究プロジェクトでは、「ソーシャル・ディスアドバンテージ班」を
担当し、研究会やシンポジウムの運営等に携わった。
◆論文
「ある山上少数民族村落の変貌－竹園村 1996～2015」、荻野昌弘・李永祥編、『中国雲南省少数
民族から見える多元的世界：国家のはざまを生きる民』、明石書店：61-83、2017年 4月（荻
野昌弘との共同執筆）。
「小盆地の都市再開発－新平県県城・戛洒と『文化』の創出」、荻野昌弘・李永祥編、『中国雲
南省少数民族から見える多元的世界：国家のはざまを生きる民』、明石書店：89-100、2017年
4月（荻野昌弘・林梅との共同執筆）。
◆研究発表
「台湾における日本統治期建造物の文化遺産化－表象されない記憶の行方をめぐって－」、関西
大学人権問題研究室第 90回公開講座（於：関西大学）、2017年 6月。
◆翻訳
李永祥「小盆地と山上－雲南省新平県における民族と地理、およびその社会的変遷」、荻野昌
弘・李永祥編、『中国雲南省少数民族から見える多元的世界：国家のはざまを生きる民』、明石
書店：39-59、2017年 4月。
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リサーチアシスタント 矢﨑 千華
本年度は、先端研セミナーやシンポジウムを中心に運営補助や広報ポスターの作成、および
本研究所のホームページの管理運営を行った。研究においては、「『身の上』の歴史社会学──
明治時代における自己物語記述様式の成立過程から」という題目で博士学位申請論文を提出し
た。また、年度の後半からは、研究会などにも参加しながら、薬害被害者証言映像の分析を開
始した。
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